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これを読めば

自己教育力シートのマニュアル付！

分かる！使える！

4年間記録するよ！

卒業に必要だよ！

［四国大学スタンダード］

自己教育力シート
入力ガイド

大 学 編

2025年度 入学生用



自己教育力シートとは？

四国大学では、自己教育力を達成するための取り組みのひとつとして、「自己教育力シート（ポートフォリオ）」を導入しています。
学生は自己教育力に関係する授業科目、正課外活動、ボランティア活動、大学行事への参加等を自己教育力シートに4年間記録します。
最終的には4年次の「卒業研究」につなげられ、卒業研究の取り組みによって総合評価をし、自己教育力をより確かなものとすることができます。
また自己教育力シートは、就職活動等で自身の能力や経験をPRする際の手助けとなります。
こまめに記録し、自身の成長や就職活動に活かしていきましょう。

「自己教育力シート」はこまめに入力しましょう。

チューターから指導や助言をもらえるよ

自己教育力として必要とされる資質能力につい
て自己評価を5段階で入力するものです。

自己教育力の項目（9項目）別に5段階で自己評
価したものを視覚的に確認するものです。

自己教育力シートの中心となる部
分です。
自分の課題、それを達成するため
の取り組み、その成果と今後の課
題を入力していきます。担当教員、
顧問、チューターのコメントも必ず
入力されるのが特徴です。

自己教育力シートは「自己評価シート」
「自己評価レーダーチャート」「コメントシート」
の3つから構成されています

自己評価レーダーチャート

コメントシート

自己教育力
シート

自己評価シート



自己教育力シートの流れ

●1年次前期には「初年次ゼミ」が開講されます。必修科目ですので、全員が受講し、コメントシートに入力します。
●2年次、3年次は所属する学科の専門科目の中であらかじめ学生の自己教育力を高めるにふさわしいとされる授業科目を指定しています。
　その科目を履修した場合にコメントシートに入力します。
●4年次前期には「卒業研究」が開講されます。必修科目ですので、全員が受講し、コメントシートに入力します。

チューターやゼミ担当教員の意見を聴いて自らの目標を設定し、その達成に向けて1年をか
けて取り組む課題を入力します。課題の入力は毎年行います。

年次の初めに自らの目標を設定します。 コメントシートに自らの課題を入力し
ます。

ステップ1で設定した課題を達成するため、学年ごとに多様な取り組み（❶授業科目の履修 
❷正課外活動等 ❸大学行事等への参加・ボランティア活動）を行っていきます。

課題設定 コメントシート入力 チューターのコメント

学年ごとの
課題を入力

課題の達成に向けて
取り組みを行う

学んだことを振り返り
今後の課題を入力

チューターや
顧問のコメントを確認

1.課題設定 2.実践 3.入力 4.評価

1～4を継続することで、自己教育力を高めていきます。

1～4年次

学 科 1年次
前期

2年次
前期

2年次
後期

日本文学科

書道文化学科

国際文化学科

経営情報学科

メディア情報学科

人間生活科学科

健康栄養学科

児童学科

看護学科

日本語情報処理Ⅱ

創作書法Ⅰ（仮名）

基礎ゼミナール Ⅲ

コミュニケーション演習
グラフィックデザイン基礎

栄養教育論Ⅰ（総論）

道徳教育
乳児保育Ⅰ

看護理論演習

史料講読演習
文芸創作Ⅰ（小説）

創作書法Ⅰ（漢字）

基礎ゼミナール Ⅳ

応用栄養学実習

教育方法論
（ICT活用を含む。）

基礎看護学実習Ⅱ
（看護過程）

初
年
次
ゼ
ミ

卒
業
研
究
Ⅰ

演習Ⅰ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

演習Ⅱ

3年次
前期

3年次
後期

4年次
前期

専門研究 Ⅰ

専門研究 Ⅰ

専門ゼミナール Ⅰ

専門研究 Ⅰ

臨床栄養学Ⅱ（各論）

卒業研究演習 Ⅰ

課題探求ゼミナール

専門研究 Ⅱ

専門研究 Ⅱ

専門ゼミナール Ⅱ

専門研究 Ⅱ

公衆栄養学実習

卒業研究演習 Ⅱ

臨地実習

演習Ⅲ

演習Ⅲ

演習Ⅳ

演習Ⅳ

1.  課題設定

2.  実践

❶ 授業科目の履修

看護研究 Ⅰ
（計画書の
作成）

WEBデザイン
神経・生理心理学
養護保健研究法



4年間かけて、あなただけの

自己教育力シートが完成するよ！

就職活動のPRに使おう！

目標や課題に対してどの程度達成で
きたか自己評価します。

自らの達成度についてコメントシート
に入力します。

総合評価 コメントシート入力 ゼミ担当教員のコメント

チューターのコメント

4年次

課題の達成に向けて、❶❷❸の活動を行い
ます。

取り組み終了時に、学んだこと
を振り返り、今後の課題を入力
します。

コメントシート入力

科目担当教員のコメント

1～4年次

実践内容について学んだことと、今後さらに取り組もうと考えている課題を具体的に入力し
ます。

❶授業科目の履修

❷正課外活動等

❸大学行事等への参加・ボランティア活動

顧問のコメント

チューターのコメント

正課外活動等は、顧問の評価を必要とするため、ここでは大学が認定した研修クラブ（同好会を含む）を対象としています。また、大学が学
生の自主的な活動を支援するために行っている「学生プロジェクト支援事業」への参加も対象となっています。

3.  入力

科目担当教員、顧問、チューターのコメントが入力されるので、よく理解して次のステップに
つなげます。4.  評価

大学生活の自己教育力の集大成として、最終学年の1月＊に、自分の設定した目標や課題に
対してどの程度達成されたかについて自己評価をして入力してください。  
＊入力時期は学科によって変わる場合があります。

5.  総合評価

❷ 正課外活動等 

●大学行事等への参加：本学では、正規の授業以外に学内で多くの行事を行っています。多様な経験をすることで、教養が高まり人間の
　幅が拡がること、またキャリア教育の一環として就業力が高まることが期待できます。
　1年次を対象にした教養講座は前期4回、後期4回開講されます。前期1回、後期1回は必ず受講しなければなりません。
　早い段階から予定を立てておいてください。

●ボランティア活動：学外等でボランティア活動をすることは、社会とのつながりをより深め自分自身の幅を拡げるため極めて有用なも
　のです。本学ではボランティア活動支援室を設けて、学生のボランティア活動を支援しています。この支援室が承認した活動を自己教
　育力を身につける方法として設定しています。

❸  大学行事等への参加・ボランティア活動



自己教育力シートの入力時期

1年次 2年次

■自己評価シート

■コメントシート

入学時 前期末 後期末

自分の課題

授業科目

正課外活動

大学行事への参加

ボランティア活動

総合評価

課
題
設
定

実
践
の
記
録

初年次ゼミ、卒業研究は必ず、
専門科目は履修した場合は
必ず入力

クラブ活動をしている人は
積極的に入力

教養講座は必ず入力

ボランティア活動に
参加した場合に入力

5月末 前期末 後期末

クラブ名、コメントを入力 クラブ名、コメントを入力

（科目名はP5）（科目名はP5）

前期教養
講座

【随時入力】【随時入力】

【随時入力】

【随時入力】

□資質能力
　の自己評価

□資質能力
　の自己評価

□資質能力
　の自己評価

□1年次の
　課題

□2年次の
　課題

□初年次
　ゼミ

□正課外活動 □正課外活動

□大学行事
等への参加

□ボランティ
ア活動

後期教養
講座

□大学行事
等への参加

□ボランティ
ア活動

□専門科目 □専門科目

□大学行事等への参加
     

□ ボランティア活動
     

●毎年の目標を立てて、自己教育力シートに記録し、残しておくことで、どのような能力を伸ばしたい
　かについて将来を見据えて考え続けることができます。
●自分の課題について、教員からアドバイスをもらえるので、より前向きに取り組むことができます。
●課題を設定し、取り組み、振り返るというプロセスの中で、確実に力をつけていくことができます。
●伸びにくい能力や、伸ばしたい能力について、「自己教育力シート」をもとにチューターなどと相談
　できます。
●4年間の活動を蓄積し、客観的に見ることで、自分自身をより理解できます。

「自己教育力シート」

大学生活
での効果



3年次 4年次

入力が終了した時に□欄に を入れよう！

5月末 前期末 後期末 5月末 前期末 後期末

4年間を総合的
に振り返る

クラブ名、コメントを入力

（科目名はP5）（科目名はP5）

【随時入力】
クラブ名、コメントを入力

【随時入力】

□資質能力
　の自己評価

□資質能力
　の自己評価

□3年次の
　課題

□4年次の
　課題

□正課外活動 □正課外活動

□専門科目 □専門科目 □卒業研究

【随時入力】

【随時入力】

□大学行事等への参加
     

□ ボランティア活動
     

【随時入力】

【随時入力】

□大学行事等への参加
     

□ ボランティア活動
     

□総合評価

●エントリーシートや履歴書では「学生時代に力を注いだこと」が問われます。
　その中では、単に取り組んだ内容だけでなく、どんな課題に直面し、その課題に対してどのような
　アプローチをしたのかというプロセスが重要になります。自己教育力シートを参考にすることで、
　具体例を示して説明ができます。
●「自己教育力シート」の記載内容を参考にすることで、キャリアセンターにおいてより手厚い面接
　指導が受けられます。

「自己教育力シート」

就職活動
での効果



1

2

3

4

まずはログイン

入力マニュアル

四国大学のホームページの［ポー
タルシステム］をクリックすると、ロ
グインページが表示されます。

ログインページが表示されたら、ロ
グインID（学生番号）とパスワード
を入力して、「ログイン」ボタンをク
リックします。

メニューの【外部サービス】をクリッ
クしてサブメニューを表示し、
【Webサービス】をクリックします。

【Web学生カルテ】をクリックし、
【自己教育力システム】をクリックし
ます。



自己評価シートは、①自己理解・省察力、②目標・課題設定力、③向上・探究する力の3分類9項目となっており、項目別に必要な資質能力の指標や
内容が記載されています。学生は指標・内容に沿って、自らの現状について1～5段階で自己評価をしていきます。
自己評価は1年次に2回（入学時と1月）、2～4年次にそれぞれ1回ずつ（1月）行います。
自己評価シートを入力すると自動的にレーダーチャートが作成されます。

5 自己教育力シートシステムは2メ
ニューで構成されています。

6 【1.項目を選んで入力する】をクリック
してください。

1 【1.自己評価シート】の学年をクリッ
クしてください。（例：1年）

2 「自己評価」を入力し、最後に自己
評価シートの左隅にある【登録】を
クリックしてください。

自己評価シートの入力方法

自己評価シート・自己評価レーダーチャートについて



1 【2.コメントシート】の学年をクリック
してください。（例：1年）

2 選んだ学年のコメントシートが表示さ
れます。順次入力してください。

3
「現状の課題」を入力してください。
入力後、コメントシートの左隅にある
【登録】をクリックしてください。

【2.自分の課題】

コメントシートに、学年ごとに自分の課題を入力し、それを達成するために多様な取り組みを行っていきます。その成果を「学んだこと」として入
力し、さらに「今後の課題」を合わせて入力します。入力が完了すると、担当教員、顧問、チューターのコメントが必ず入力されますので、これらを
よく理解して次のステップへつなげていきましょう。

コメントシートの入力方法（記入例付き）

コメントシートについて

記入例

●自身の学習習慣や生活習慣の課題、学びたいこと、取得を目指す資格などについて具体的に入力しましょう。

【2.自分の課題】の場合

現状の課題1年次

・大学生活に早く馴染めるよう努力し、4年間充実した生活を送れるようにする。
・授業をまじめに受講し、授業での疑問点などを担当教員に積極的に質問する。
・勉強だけでなく、サークルに入部したり、休み時間などを利用して積極的に
  コミュニケーションを図るように心掛け、友達をつくる。

チューター確認コメント



「学んだこと」、「今後の課題」を入力してく
ださい。入力時期になると、対象の科目名
が表示されます。
入力後、左隅にある【登録】をクリックして
ください。

【3.自分の課題に対する取り組み（授業科目）】

記入例

●授業の感想だけでなく、学んだ内容を具体的に入力しましょう。

【4.自分の課題に対する取り組み（正課外活動等 ）】

記入例

【3.自分の課題に対する取り組み
 （授業科目）】の場合

「名称」、「学んだこと」、「今後の課題」を入
力してください。
入力後、左隅にある【登録】をクリックして
ください。

【4.自分の課題に対する取り組み
  （正課外活動等 ）】の場合

1年次 初年次ゼミ

プレゼンの方法、文献検索の方法など大学で
学ぶための基礎的なスキルを身につけること
ができた。
プレゼンテーションでは、相手の立場に立っ
て、伝え方を工夫する必要がある。

積極性を持つことの大切さに気づい
た。ディスカッションの時には、積極
的にコミュニケーションをとることを
心掛けていきたい。

名称 学んだこと 今後の課題 担当教員評価コメント

1年次
バスケット
ボール

友達や先輩との関わりを通じて、人間関係の
構築の大切さを知ることができた。
また、監督やコーチに教えてもらう中で、礼儀
などを改めて学ぶことができた。

集団活動の中で、相手の意見を尊
重すること、自分の意見を伝えるこ
と、チームの意見をまとめることに
取り組んでいきたい。

名称 学んだこと 今後の課題 顧問教員評価コメント



大学行事当日に、出席手続きを行ったもの
の中から名称を選択して下さい。
「学んだこと」、「今後の課題」を入力し、左
隅にある【登録】をクリックしてください。

【5.大学行事等への参加】

記入例

●出席管理システムで出席をとる大学行事（教養講座・就業力育成セミナー等）に参加すると名称が選択できます。
●講座やセミナーの内容が後から見返したときに分かるように、学んだことを具体的に入力しましょう。

【5.大学行事等への参加】の場合

ボランティアは「名称」、「学んだこと」、「今
後の課題」を入力してください。
入力後、左隅にある【登録】をクリックして
ください。

【5.ボランティア活動に対する取り組み】

記入例

●まず参加したボランティアの名称を入力します。
●ボランティアの内容や、実施場所が分かるように具体的に入力しましょう。

【5.ボランティア活動に対する
     取り組み】の場合

1年次
とくしま
マラソン給水
ボランティア

一人ではできないことも、同じ目的を
持った人が集まることでその活動を快く
できるということを学んだ。

ボランティアで成しえたことを、自分
の日常生活の中での人間関係に照ら
し合わせ、自分ができることを見つけ
ていきたい。

名称 学んだこと 今後の課題 チューター確認コメント

1年次
第2回
教養講座
（前期）

松重和美学長による「徳島の魅力：阿波
藍ー伝統文化×科学技術で新たな産業
を創るー」と題した講座を受講した。
阿波藍は徳島を代表する伝統的な産業
であるが既存の枠にとらわれない自由
な発想で、世界からも注目されているこ
とを知った。

地域での取り組みについてまだ知ら
ないことがたくさんあると気づいた。
この4年間で、大学の中だけでなく、
地域に目を向けていき、自分でも何
か始めてみたいと思う。

名称 学んだこと 今後の課題 チューター確認コメント



大学4年次（12～1月下旬※学科によって
時期は異なる）に「達成度の自己評価」を
入力してください。
入力後、左隅にある【登録】をクリックして
ください。

【7.総合評価】の場合

登録

4
【3.自己教育力シート作成】をクリック
してください。
最新の自己教育力シートがExcel形式
で作成されます。Excelが使えるパソ
コンで使用してください。

自己教育力シートの確認



記録し続けることで、今の自分が見えてくる。 自分の成長や就活に活かしましょう。

【完成例】





四国大学 
全学共通教育センター

SUDAchi館 1階に

　　　　　　
　あります

自己教育力シートの入力について

分からない場合は

チューターに相談してください。

また全学共通教育センターにおいても

教員・職員が学生の皆さんをサポートする

体制を整えていますので気軽に相談してください。

MAP
気軽に相談
してください



大学行事への参加・ボランティア活動に対する取り組みはいくつ入力できますか？1

大学行事とボランティア活動、どちらも各学年最大4項目まで入力可能です。

スマートフォンからも入力できますか？3

インターネットを閲覧・操作できるブラウザがあれば、パソコンと同じように入力できます。
※スマートフォンの「プライバシーとセキュリティ」の設定によっては、入力できない場合がありますので、
PCでの入力をおすすめします。

編入・転学科し、入力事項がわからないのですが…4

個別に対応しますので、全学共通教育センターにお問い合わせください。

入力途中で“Not Found”の表示が出てきました…5

自己教育力システムにログインした状態で30分以上経過すると“Not Found”の表示が出ます。
30分以内に、入力の途中でも「登録」ボタンを押し保存して、再度入力を開始してください。

コメントを入力し、登録ボタンを押しても、コメントが反映されません…6

スマートフォンやパソコンの画面が更新されていない可能性がありますので、
更新ボタンを押すようにしてください。

大学行事への参加・ボランティア活動に対する取り組みの名称は、
自分で入力するのですか？
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出席管理システムで出席をとる大学行事（教養講座、就業力育成セミナー等）については、出席すると、
名称が選択できるようになります。ボランティアについては、名称を自身で入力できます。

自己教育力シートに関するＱ＆Ａ


